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社会 1人

数学 1人

理科 1人

特別活動（学年） ７人
移動教室
修学旅行

１０人

朝の会・帰りの会
（学級） ７人 社会見学 ８人

生活単元学習 ３人 虹輝祭 ８人

保健体育 ６人 スポーツフェスタ ８人

音楽 １４人 休み時間 ２人

美術 ３人 交流教育 ６人

自立活動 ７人 芸術鑑賞教室 ３人

【自立活動を主とする教育課程　集計結果】

国語・数学 ７人 給食 １３人

総　　計 28 47 60%

【準する教育課程・知的代替の教育課程　集計結果】

9 17 53%

19 30 63%

準ずる教育課程・知的代替の教育課程

自立活動を主とする教育課程

平成27年2月19日
東京都立鹿本学園

平成26年度学校評価　　Ｓ部門中学部
児童・生徒評価「よりよい学校生活にするためのアンケート」　集計結果と回答

　鹿本学園について、みなさんに聞いたことをまとめました。みなさんが学校のことをどのよう
に思っているのか、とてもよくわかりました。
　みなさんも、自分で読んだりお家の人に読んでもらったりして、他のお友達がどのように思っ
ているのか、見てみてください。

【対象児童・生徒　及び　回収率】

Ｓ部門　中学部 回収数 ／対象数 回収率
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Ｑ５ 学校生活は 
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100% 

Ｑ１ 学校は好き？ 



【副校長先生との面談希望者数】

Ｓ部門
希望
する

希望
しない

未回答

中学部 ０人 ２３人 ５人

Ｓ
部
門
　
中
学
部

①英語の教科がわかりやすくて、とてもうれしいです。
②生徒に合った活動や授業がありがたい。
③授業で、プリントではなく、パソコンを使うことを多くしても
　らいたい。
④学校が広く、エレベーターやスロープ等、バリアフリーで良い。
⑤学校が好き。楽しい。先生が好き。先生がやさしい。先生が自
　分のことをきちんと理解していくれている。
　しっかり身体の取り組みをしてくれありがたい。友達が好き。
　たくさんの友達に会えて嬉しい。
　給食がおいしい。部活で、先生が良いアドバイスをしてくれた
　ことがよかった。

⑥身体を動かしたり伸ばしたりする時間が、もう少しあると良い。

⑦トイレまでが遠い。

⑧担任が気付かない擦り傷などをつくって帰宅する際や、本人に
　は聞いても答えられない時など、大したことはなくても、親と
　しては気になる。

①～⑤
　良かったです。今後もそう
　思ってもらえるよう、努力
　します。パソコンの利用の
　仕方についても、工夫して
　いきます。

⑥必要に応じ、休み時間の過
　ごし方や授業中の姿勢等を
　検討し、改善に努めます。

⑦負担の内容、動線を工夫し
　ます。

⑧学校でのお子さんの状況を
　しっかり把握するよう努め
　ます。

⑨子供が重度のため、本当は何が好きで何が苦手なのかわからな
　いこのようなアンケートは、親として苦痛。
　ちゃんと理解できる人だけを対象にしてほしい。

⑨御協力ありがとうございま
　した。回答はなくても、お
　子さんに語りかける一つの
　きっかけとしていただけれ
　ば幸いです。

【学校生活でよかったこと、こまっていること】

※児童・生徒の意見は個人が特定できない表現に改め、内容を要約したり同意見を一つにまとめたりしています。

良かったこと・困っていること 学校からの回答

 このアンケートを通して、皆さんが毎日楽しみにしてい

ることや、授業に対して思っていること、学校生活への要

望等がわかりました。 

 全体的には先生たちの励みになる回答が多かったです

が、一部には厳しい意見もありました。今回の結果をもと

に、皆さんがより楽しく充実した学校生活を送ることがで

きるよう、また、鹿本学園で学んで良かったと思うことが

できるよう、先生たちも、日々の指導の改善と充実に努め

ていきます。 

 何か学校のことで気になることがあったら、いつでも担

任の先生や副校長先生、校長先生に伝えてください。 


